







































































































































































































































































































































１、荒木 実『東山古窯址群』 1994 中日出版本社
２、名古屋女子大学歴史学研究会編『東山古窯跡群と岩崎直也 記録編』、2004
〔付記〕
今年（2005年）の８月27日、荒木先生が俄かに他界された。実は、今年はこの東山古窯跡の研究が緒に着く記
念すべき年となるはずであった。８月、早々から旧集成館の200箱をこえる遺物を、猛暑の中で館へ運び込み、い
よいよ先生から種種ご教示を仰ぐ矢先であった。このことを思うと実に残念である。
また、昨年は、いつも温かく接待してくださる奥様、貞子様が亡くなられたばかりであるのに・・。実に重ね
重ね残念というほかない。
６月に、「ミニミニシンポ東山古窯跡群と岩崎直也展」を集成館で実施し、そこで東山のお話をした時、先生か
ら「それは面白いわな、それならいくらでも研究できるわな」と励ましのお言葉をいただいた。先生はもう東山
からこれ以上の研究は不可能と本心から思っておられたわけではないだろうが・・。
小稿はそのシンポの折の報告を書き改めたものである。今後より体系化したものにしていきたい。今はただた
だ、お二人のご冥福をお祈りするのみである。
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